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平成 29 年度 事業報告 

公益社団法人  川崎市幼稚園協会

＜（公１）公益事業＞ 

【１】幼児教育の研究研修事業 

 （１）幼児教育の向上を図るための研修事業（定款第 4条第 1 項第 1 号） 担当：研修部 

  １. 研修部員の委嘱及び研修部会の開催 

   ・研修部会を年 6回開催した。（5/24,6/21,8/28,9/20,10/18,11/15） 

  ２．第 58 回川崎市幼児教育研修大会の計画と開催 

第 58 回川崎市幼児教育研修大会を開催した。（1/17） 

大会テーマ 『今だから考えよう！幼稚園教育の本質を！』 

全体会 (参加者 967 名) 

会 場 川崎市総合福祉センター(エポックなかはら) 

記念講演 『人をつくる』－やれば誰でもできる－                 

講 師 清原 伸彦 先生 

第 1分科会 統合保育研究会 (参加者 139 名) 

会 場 川崎市高津市民館                

テーマ 『一人ひとりの子どもの育ちを支援するために』 

「統合保育の実践を考察する」 

講 師 塚越 和子 先生 

第 2分科会 子どもと共に育つ保育者研究会 (参加者 112 名) 

会 場 川崎市国際交流センター  

テーマ 『子どもと共に育つ保育者とは』 

     「子どもと共に育つ保育者になるために」 

講 師 齋藤 正典 先生  

第 3 分科会 ３歳児研究会 (参加者 158 名) 

会 場 川崎市総合福祉センター(エポックなかはら)  

テーマ 『３歳児の世界をのぞいてみよう』―子どもの見方・捉え方・関わり方― 

「３歳児の１年間の育ちと４歳児に向けて」 

講 師 小林 愛子先生 長瀬 薫 先生 水越 美果 先生 

第 4分科会 幼児教育・10 年教諭研究会(参加者 165 名) 

会 場 ユニオンビル 

テーマ 『３年間行った幼児教育研究会のまとめと報告』 

―必要な支援技術についての学び― 

講 師 上原 文 先生 

第 5分科会 経験者教諭研修会(参加者 155 名) 

会 場 川崎市国際交流センター 

テーマ 『新幼稚園教育要領を読み解く』―どのように保育実践に活かすか― 

講 師 佐藤 康富 先生 

第 6分科会 新任教諭研修会 (参加者 180 名) 

会 場 川崎市中原市民館 

テーマ 『いろいろあそび』 
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講  師 有木 昭久 先生 

＜幼児教育研修大会実行委員＞ 

係  名 氏   名 園   名 係  名 氏   名 園   名

大 会 長 鈴 木  伸 司 み ゆ き

表 彰

高 橋 恵 美 子 百合丘さくら

実行委員長 藤 田  聡 潮見台みどり 川 井 信 雄 百合丘めぐみ

 

副実行委員長 

山 田 まり子 若 竹 對 馬   剛 諏 訪

小 泉  浩 之 鹿 島 田 志 村 富 子 サ ク ラ ノ

中 村  達 也 宮 崎 台

受   付

仁 藤 一 成 川崎こ ま ど り

総   務 對 馬   剛 諏 訪 中 村 美津子 若 宮

小 島 哲 史 柿 の 実 光 田 久 美 子 川 崎 協 立

庶 務 経 理 岡 本  量 寿 こ う り ん じ 津 本 奈 保 子 聖 ク ラ ラ

研   修 

嶋 﨑  正 浩 津 田 山 伊 藤  豊 子 女 躰 神 社

上 村 瑞 枝 ゆ り か ご 芹 澤 久 美 子 月 影 学 園

志 村 富 子 サ ク ラ ノ 浜 田 康 子 宮 内

對 馬   剛 諏 訪 新 井  園 子 川 崎 若 葉

鈴 木 正 宏 た ち ば な 長 澤 美 香 ち よ が お か

佐保田ともこ 東 菅

来賓受付

淺 谷  学 中 野 島

石 渡 宏 之 江 川 三 輪  哲 也 東 三 輪

鈴 木 淳 川 崎 め ぐ み 小 峰  嘉 暁 小 峰

薄 井 珠 預 梅 園 志 村  雄 治 白 山

会   場 

三 輪 恒 嗣 三 輪 大 谷  彰 博 す み の え

今 野 善 郎 福 音 小 島 澄 人 柿 の 実

大 谷  敦 す み の え 上 村 瑞 枝 ゆ り か ご

岸  寿 継 生田ひまわり 奈良部 利 子 高 津

勝 浦 芳 子 大 師

来賓接待

小 泉  浩 之 鹿 島 田

石 渡 宏 之 江 川 永 井   宏 ひ ば り

井上華都也 川 崎 青 葉 井 上    久 川 崎 青 葉

鈴 木  正 宏 た ち ば な 伊 藤 夏 夫 丸 山

伊 藤 悠 貴 丸 山 平 山  方 夫 菅 

山 田 賢 一 若 竹 鈴 木  健 之 川 崎 め ぐ み

表 彰 

佐 藤 教 寛 大 楽 亀 ヶ 谷 忠 宏 宮 前

薄 井 珠 預 梅 園 安 藤  直 さ ぎ ぬ ま

村 田 清 一 梶 ヶ 谷 宇 井 裕 子 小 田 双 葉

宮 田  昌 一 新 作 や は た 富 樫  恭 子 洗足学園大学附属

伊 奈  博 桐 光 学 園 み ど り 加藤 由香里 宿 河 原

町 田 順 文 初 山 記    録 鈴 木   淳 川 崎 め ぐ み

    長 南 康 子 
田園調布学園大学みら

い こ ど も 園
 

  ３. 継続研究会及び研修会の開催 

 子どもと共に育つ保育者研究会 

研究主題 『子どもと共に育つ保育者とは』 

講  師 齋藤 正典 先生  
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   № 期 日 テーマ・内 容  人 数

1 5/24 
保育者に求められる資質・能力とは何かを考える 

 －幼稚園教育要領改訂を踏まえて－ 
57 

2 6/21 人間性豊かな保育者 ＜新任教諭研修会と合同＞ 50 

3 9/20 子どもと遊びを創りだす保育者 49 

4 10/18 職場における同僚性 45 

5 11/15 インクルーシブ教育を考える 44 

 

３歳児研究会 

研究主題 『３歳児の世界をのぞいてみよう』－子どもの見方・捉え方・関わり方－  

№ 期 日 テーマ・内 容 ・講 師  人数

1 5/24 

３歳児・不安と混乱から自己発揮へ 

― この時期に必要な環境と援助のあり方 ― 

講 師  小林 愛子先生 

70 

2 6/21 
３歳児の自我・自己主張 ― 環境づくりと保育者の役割 ― 

  講 師  娚杉 真由美先生 
70 

3 9/20 
３歳児の自己主張を受け止め、仲間関係をつくる援助 

講 師  櫛渕 洋介先生 
55 

4 10/18 
３歳児の仲間意識の深まり ― 環境づくりと保育者の役割 ― 

講 師  水越 美果先生 
56 

5 11/15 
３歳児の育ちと３学期の見通し 

講 師  長瀬 薫先生 
49 

 

幼児教育研究会 

研究主題 『３年間行った幼児教育研究会のまとめと報告』 

  講  師  上原 文 先生                     

№ 期 日 テーマ・内 容  人数

1 5/18 子どもと家族をめぐる今日的課題と具体的支援Ⅰ 89 

2 6/15 子どもと家族をめぐる今日的課題と具体的支援Ⅱ 86 

3 9/14 
子どもと家族をめぐる今日的課題と具体的支援 

― 家庭支援について考える その１ ― 
75 

4 10/19 
子どもと家族をめぐる今日的課題と具体的支援 

― 家庭支援について考える その２ ― 
84 

5 11/16 
子どもと家族をめぐる今日的課題と具体的支援 

― 家庭支援について考える その３ ― 
79 
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経験者教諭研修会 

研究主題 『新幼稚園教育要領を読み解く』―どのように保育実践に活かすか― 

№ 期 日 テーマ・内 容 ・講 師  人数

1 5/24 
心と体と学びをはぐくむ園庭とは 

講 師  石田 佳織 先生 
102 

2 6/21 

３歳児の自我・自己主張 ― 環境づくりと保育者の役割 ― 

       （３歳児研究会と合同） 

講 師  娚杉 真由美先生 

80 

3 9/20 

自然あそびのデザイン１ 

―自然あそびのねらいの設定 あそび集をつかいこなす１― 

 （新任教諭研修会と合同） 

講 師  神田 浩行 先生 

76 

4 10/18 
幼稚園における地震災害対策の新しいカタチ 

講 師 早川 英樹 先生 
68 

5 11/15 

自然あそびのデザイン２ 

―自然あそびのねらいの設定 あそび集をつかいこなす２― 

 （新任教諭研修会と合同） 

講 師  神田 浩行 先生 

82 

 

新任教諭研修会 

研究主題 『いろいろあそび』                               

№ 期 日 テーマ・内 容 ・講 師  人数

1 5/24 
子どもの心を育てる絵本とは 

講 師  荒井 晶子 先生 
112 

2 6/21 

人間性豊かな保育者 

（子どもと共に育つ保育者研究会と合同） 

講 師  齋藤 正典 先生 

89 

3 9/20 

自然あそびのデザイン１ 

―自然あそびのねらいの設定 あそび集をつかいこなす１― 

 （経験者教諭研修会と合同） 

講 師  神田 浩行 先生 

83 

4 10/18 

明日から使える手あそび・リズムあそび・わらべうた 

       （県連オープン講座） 

講 師  RAMU 先生・MEGUMI 先生（キッズプランナー） 

87 

5 11/15 

自然あそびのデザイン２ 

―自然あそびのねらいの設定 あそび集をつかいこなす２― 

 （経験者教諭研修会と合同） 

講 師  神田 浩行 先生 

97 

 

   

４．幼稚園教諭免許状更新講習会の開催 

会 場 ユニオンビル(5/24,6/21,9/20,10/18,11/15） 

洗足こども短期大学（8/3,8/4,8/7） 
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   № 期 日 テーマ・内 容 ・講 師  人数

1 5/24 
【２】 選択領域      講師   神蔵 幸子 先生 

①  幼稚園教育内容を深める 
78 

2 6/21 
【２】 選択領域      講師   神蔵 幸子 先生 

②  幼稚園教育内容を深める 
79 

3 8/3 

【1】 必修領域      講師   曽野 麻紀 先生 

① 幼稚園をめぐる近年の状況の変化を踏まえた教員の役割 

【1】 必修領域      講師   堀  純子 先生 

③ 子どもの生活習慣とからだの変化を踏まえた課題について 

考える 

96 

4 8/4 

【１】 選択必修領域   講師   桃枝 智子 先生 

③ 園内外における質の高い連携をめざして 

【1】 選択必修領域   講師   並木 真理子 先生 

④ 新学習指導要領における小学校 1 年生の学習内容からみた 

幼小接続について 

96 

5 8/7 
【3】 選択領域      講師   久保山 茂樹 先生 

①  幼稚園教育内容を深める 
101 

6 9/20 
【４】 選択領域      講師   石濱 加奈子 先生 

①  からだ遊びで発達を促す 88 

7 10/18 
【４】 選択領域      講師   長谷川 真由 先生 

②  日本の伝統音楽・文化を子どもたちに伝えよう 
87 

8 11/15 
【４】 選択領域      講師   並木 真理子 先生 

③  子どもの言葉の発達と発達に即した視聴覚教材 
87 

 

  ５．新任教職員研修会の開催 

   開 催 日 平成 29 年 5 月 17 日 

講  師 佐野 純子 先生 

会  場 川崎市中原市民館ホール 

講演主題 『幼稚園・認定こども園の教職員として大切なマナー』 

  ６．第 46 回夏期宿泊研修会兼新任教職員研修会の開催 

   開催日：平成 29 年 8 月 28 日～29 日 
会 場：大磯プリンスホテル 

＜第 1日目＞ 

全  体  会  幼児教育において育みたい資質・能力とは？ 

               『新幼稚園教育要領に見る考え方』 

         講師 松村 和子先生 

  第 1 分科会 『主体的・対話的で深い学びとは？』 

         講師 村松 和子先生 

    第 2 分科会 『気になる子のできることを伸ばすための実際的なサポート』 

         講師 塚越 和子先生 

  第 3 分科会 『多文化共生社会に育つ子どもと絵本』 

         講師 宮地 敏子先生 

  第 4 分科会 『講演あそび実践と幼稚園の環境教育（入門編）』 

         講師 神田 浩行先生 

＜第 2日目＞ 

全 体 会 『今日がはじめの 1歩です』― 子どもの世界を彩る３つの魔法 ― 
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         講師  新沢 としひこ先生 

  ７．対外的研究の推進並びに研修会等への参加 

   ① 第 32 回全日本私立幼稚園連合会関東地区教員研修新潟大会への参加を加盟園に促した。
（参加者 1名） 
開 催 日  平成 29 年 8 月 8日～9日 

会   場  朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター 

  大会テーマ  「保育の記録と保育の振り返り」 
② 全国研究研修担当者会議に参加した。（参加者 2名） 

開 催 日  平成 30 年 1 月 18 日～19 日 
  会   場  京都ガーデンパレス 

  内   容  「幼児教育の質の評価」 

         「幼児教育の質向上をめざした取り組みについて」 

  ８．研究紀要の編集と発行 

   ・研究紀要を発行した。（6月） 
・研究記録の編集会議を開催した。（2/14） 

発行部数：250 部 
配布先：川崎市幼稚園協会加盟園、幼稚園教諭養成校、政令指定都市及び県内各協会等 

  ９．川崎市こども未来局と連携した研修会の計画と開催 

   こども未来局主催の各種研修会の案内を各園に配布した。 

＜研修部委員＞ 

担当副会長  山田まり子 （若竹） 

研修部長    嶋﨑正浩  （津田山） 

 
 

研 究 会 氏 名 園 名 研 究 会 氏 名 園 名 

子どもと共

に育つ保

育者 

上 村 瑞 枝 ゆ り か ご
幼児教育・

10 年教諭 

鈴 木 正 宏 た ち ば な 

小 川 哲 也 川崎ふたば 杉 山 宗 嵩 つ ぼ み 

仁 藤 一 成 川崎こまどり 引 間 伸 子 桐光学園寺尾みどり 

中 島 早 織 有馬白百合

経験者教

諭 

鈴 木  淳 川崎めぐみ 

3 歳 児 

 

志 村 富 子 サ ク ラ ノ 野 口 友 子 平 間 

薄 井 珠 預 梅 園 竹 内 聡 晴 竹 園 

伊 藤 悠 貴 丸 山 持 田  剛 有馬白百合 

山 田 賢 一 若 竹

新任教諭 

對 馬  剛 諏 訪 

免許状更新

講習 

石 渡 宏 之 江 川 三 宅 悦 子 元住吉こばと 

佐 藤 教 寛 大 楽 渡邊美由紀 津 田 山 

金 井  岳 小 鳩 原 田 麻 由 有馬白百合 

井上すみれ 太 陽 第 一    

 （２）特別支援教育に係わる研修事業（定款第４条第 1項第 2 号）担当：研修部特別支援担当 

  １．研究指定園の指定とその継続研究の充実  

   ・平成 29 年度の研究方針に従い研究指定園 20 園を選定し委嘱した。（4月） 

・平成 30 年度の統合保育研究指定園の希望調査をした。（3月） 

  ２．統合保育実践園の園長・教職員による研究及び研修活動の推進 

    統合保育研究会を年 5回開催した。 

  ３．各園の統合保育の実態把握と指導・研究活動の充実 

   特別支援教育対象児就園状況調査表を各園に配付し、調査を行った。 

   「統合保育」研究会 



7 
 

基本主題 『一人ひとりの子どもの育ちを支援するために』 

研究主題 『統合保育の実践を考察する』 

討議形式  バズセッション 

講  師  塚越 和子先生 

   No. 期 日 テーマ・内 容  人 数

1 5/24 「統合保育の意味」  40 

2 6/21 「園生活を穏やかに送るためにの手立て」 39 

3 9/20 「保護者との連携」 37 

4 10/18 「この時期の現状と課題」 35 

5 11/15 「今までの取り組みを振り返る(成果と課題)」 39 
 

  ４．専門機関等との連携と特別支援教育施設の実状把握 

   ・神奈川学習障害教育研究協会主催の各種セミナーを後援した。 

・専門機関との連携と各園の特別支援教育の推進を図った。 

  ５．統合保育実践記録冊子「ともに育つ」の編集と発行 

   ・「ともに育つ」を発行した。（9月 1日） 

・「ともに育つ」の編集作業をした。（3月 9日） 

発行部数：250 部 

配布先：川崎市幼稚園協会加盟園、幼稚園教諭養成校、政令指定都市及び県内各協会等 

  ６．統合保育の現状把握と研究 

   特別支援教育施設並びに統合保育の実態を把握し、研究を深めた。 

  ７．特別支援教育対象児認定委員会の開催 

   特別支援教育対象児認定委員会を開催し、対象児一人別調査票をもとに審査を行った。

（1/31・2/5・2/15） 

  ８．その他、必要に応じて統合保育研究部会を開催した。 

   統合保育研究部会を年 6回開催した。 

（4/3,6/7,8/29,10/4,2/7,2/14） 

   ＜統合保育研究委員＞ 

研究会名 氏 名 園 名 氏 名 園 名 

統合保育 佐保田ともこ 東 菅 平 岡 義 章 川崎たまがわ

小 島 哲 史 柿 の 実 里  薫 子 洗足学園大学附属
 

 （３）子育て支援事業（定款第 4条第 1 項第 3 号）担当：子育て支援部 

  １．特別研修（父母教育研修・子育てセミナー）の開催並びに推進 

   子育てセミナーを 3会場で 6回開催した。 

第 186 回（6/16） 

演題「警察学校教官としての教育の体験」（参加者 100 名） 

講師 渋井 治雄 先生 

会場 川崎市教育文化会館 

第 187 回（6/23） 

演題「子どもが事故に巻き込まれないために」 （参加者 93 名） 

講師 森 浩 先生 

会場 川崎市中原市民館 
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第 188 回（6/30） 

演題「子どものための姿勢講座」 （参加者 82 名） 

講師 篠田 洋江 先生 

会場 川崎市麻生市民館 

第 189 回（9/15） 

演題 遊びは心の宝 （参加者 102 名） 

講師 有木 昭久 先生   

会場 川崎市麻生市民館 

第 190 回（9/21） 

演題「明日から地域で使える超コミュニケーション能力」 （参加者 152 名） 

講師 西野 義次 先生 

会場 川崎市中原市民館 

第 191 回（9/29） 

演題「戦国武将の子育て法」 （参加者 101 名）             

講師 瀧野 孝 先生 

会場 川崎市教育文化会館 

  ２．川崎市幼稚園父母の会連合会活動への協力 

   (1) 川崎市幼稚園父母の会連合会の事業に協力した。 

総会 6/6,2/23 

常任委員会 5/12,6/15,1/31 

(2) 平成 29 年度神奈川県私立幼稚園父母の会連合会研修大会の運営に協力した。（11/21） 

会場：県立青少年センター 

(3) 第 32 回全日本私立幼稚園 PTA 連合会全国大会に参加協力した。（9/25） 

  会場：ホテルニューオータニ  

   ＜子育てセミナー実行委員＞ 

氏 名 園 名 氏 名 園 名 

鈴 木  伸 司 み ゆ き 荘 司 高 俊 観 音 

中 村  達 也 宮 崎 台 石 渡  秀 夫 川 崎 青 い 鳥 

薄 井  珠 預 梅 園 松 本  王 干 第 一 ひ か り 

志 村  富 子 サ ク ラ ノ 山 崎  弘 子 み の り 

佐 藤  教 寛 大 楽 佐 野  裕 章 日 吉 

嶋 﨑  正 浩 津 田 山 井 上  早 苗 太 陽 第 一 

小 島  哲 史 柿 の 実 小 池  か お り カ リ タ ス 

井上 華都也 川 崎 青 葉 河 合  美 樹 玉 

清 水 幸 枝 川 崎 さ く ら 石 川  礼 子 ル ミ エ ー ル 
 

【２】幼児教育相談事業（定款第 4 条第 1 項第 2 号） 担当：研修部特別支援担当 

 １．幼児教育相談事業の開催と運営 

   (1) 幼児教育相談事業に関する各種案内を各園に送付した。（4/8） 

(2) 相談員として塚越和子先生、島田幸恵先生、松鹿光先生、幸福花江先生との契約を結び、

下記の相談・指導業務を行った。 

 ・幼児教育相談室の開室 

  開室日数：56 日 延べ人数：234 名 利用園数：43 園 
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 ・幼稚園訪問相談指導業務 

  日数：4日 延べ人数：18 名 訪問園数：4園 

 ・電話相談指導業務 

  件数：2件  

  ※電話相談業務は相談室業務の終了後又は昼休みに行った。 

  ２．川崎市幼児教育相談員との連携 

   ・４月の定例園長研修会にて川崎市幼児教育巡回相談の案内の説明を受けた。 

【３】幼児教育の啓発事業（定款第 4 条第 1項第 4 号） 担当：広報部 

 １．「川幼会報」の発行 

   第 144 号（7/10 発行） 

主要記事 「『子どもを安心して育てることのできるふるさとづくり』を」 

第 145 号（12/11 発行）主要記事 「第 42 回川崎市幼稚園父母の会大会（報告）」 

第 146 号（3/12 発行）主要記事 「第 58 回川崎市幼児教育研修大会（報告）」 

 ２．協会及び父母の会連合会の主要行事の記録 

   協会の行事「新任研・宿泊研・研修大会」、父母の会連合会の行事「父母連総会・父母連大

会・子育てセミナー」について記録し保管した。 

 ３．対外的な啓発活動及び協会ホームページを利用した啓発活動 

   協会ホームページを更新した。（4月） 

 ４．幼稚園教育広報用のリーフレット作成及び配布 

   私立幼稚園の理解を深めるため川崎市私立幼稚園案内を朝日、毎日、読売、東京の各紙を通

して市内の家庭に配布すると共に、こども未来局総務部企画課及び市内区役所及び支所に配

布した。（8/28） 

配布部数：298,500 部 

配布先：市内地域の新聞折り込み、各区の行政窓口・各幼稚園 

 ５．その他必要に応じた啓発活動  

   洗足こども短期大学で就職ガイダンスを行った。（7/11,7/12） 

川崎市主催の保育士就職フェア（田園調布学園大学）に参加した。（7/16） 

川崎市中央療育センター相談会で支援児の入園に関する説明会を行った。（7/28） 

   ＜広報部委員＞ 

氏 名 園 名 氏 名 園 名 

中 村  達 也 宮 崎 台 石 渡  宏 之 江 川 

鈴 木   淳 川 崎 め ぐ み 村 田  清 一 梶 ヶ 谷 

長 南  康 子 田園調布学園大学みらいこども園  
 

 

【４】人材育成・人材確保事業（定款第 4 条第 1 項第 4号） 担当：人材育成・人材確保特別委員会 

１．2017 川崎市私立幼稚園・認定こども園就職フェアの計画と開催 （参加者 78 名） 

開催日 平成 29 年 6 月 24 日(日) 

会 場 ホテル精養軒 

２．2018 川崎市私立幼稚園・認定こども園就職フェア開催に向けた準備 

就職フェア実行委員会企画委員会を 3回開催した。（11/14、12/7、3/7） 

2018 川崎市私立幼稚園・認定こども園就職フェアのブース参加を各園に呼び掛けた。（3/12）
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＜2017 就職フェア実行委員会企画委員（人材育成・人材確保特別委員会）＞ 

氏 名 園 名 氏 名 園 名 

鈴 木  伸 司 み ゆ き 薄 井  珠 預 梅 園 

山 田 ま り 子 若 竹 志 村  富 子 サ ク ラ ノ 

小 泉 浩 之 鹿 島 田 佐 藤  教 寛 大 楽 

中 村  達 也 宮 崎 台 鈴 木  淳 川 崎 め ぐ み 

藤 田  聡 潮 見 台 み ど り 
長 南 康 子 

田園調布学園大

学みらいこども園 對 馬  剛 諏 訪 

小 島 哲 史 柿 の 実 石 渡 宏 之 江 川 

【５】協会加盟園に対する支援助成事業（定款第 4 条第 1 項第 5 号） 担当：経理部 

 １．特別支援教育補助金に関わる業務 

   (1) 特別支援教育研究研修事業補助金指定園申請書を各園から受け付けた。(6/2) 

(2) 特別支援教育研究研修事業補助金(指定園割)を各園に交付した。（7/10） 

(3) 特別支援教育研究研修事業補助金該当園児申請書及び特別支援教育対象児 

一人別調査票を各園から受け付けた。(11/24) 

(4) 特別支援教育研究研修事業該当園児報告書を各園に送付した。(3/5) 

(5) 特別支援教育研究研修事業補助金(該当園児割)を各園に交付した。(3/27) 

 ２．子育て支援補助金に関わる業務 

   (1) 子育て支援事業補助金交付申請書を各園から受け付けた。（6/2） 

(2) 子育て支援事業補助金を各園に交付した。(7/10) 

(3) 子育て支援事業補助金実績報告書を各園に送付した。(3/1) 

 ３．預かり保育推進費補助金に関わる業務 

   (1) 預かり保育事業補助金交付申請書を各園から受け付けた。（2/6） 

(2) 預かり保育事業補助金実績報告書を各園に送付した。(3/5) 

(3) 預かり保育事業補助金を各園に交付した。(3/27) 

 ４．幼稚園振興充実費補助金に関わる業務 

   (1) 幼稚園振興充実費補助金申請書を各園から受け付けた。(6/2) 

(2) 幼稚園振興充実費補助金を各園に交付した。(7/10) 

(3) 幼稚園振興充実費補助金報告書を各園に送付した。(3/1) 

 ５．園児尿検査に関わる業務 

   (1) 園児尿検査補助金交付申請書を各園から受け付けた。(4/1) 

(2) 園児尿検査を京浜予防医学研究所に委託し実施した。 

 ６．園児健康診断補助金に関わる業務 

   (1) 園児健康診断補助事業補助金交付申請書を各園から受け付けた。(6/2) 

(2) 園児健康診断補助事業補助金を各園に交付した。(7/10) 

(3) 園児健康診断補助事業補助金報告書を各園に送付した。（3/1） 

 ７．補助金の審査・判定・交付に関わる業務 

   (1) 平成 29 年度川崎市幼稚園協会事業補助金の交付申請書を市に提出した。(4/1) 

(2) 平成 29年度川崎市幼稚園協会事業補助金交付要綱第10条の規定に基づき変更交付申請

書を市に提出した。(7/1) 

(3) 平成 29年度川崎市幼稚園協会事業補助金交付要綱第10条の規定に基づき変更交付申請

書を市に提出した。(3/1) 
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＜（他１）共益事業＞ 

 

【１】調査研究事業（定款第 4 条第 1 項第 4号） 担当：振興部 

 １．幼稚園経営に関する実態調査の実施と集計 

   (1) 平成 29年度川崎市幼稚園協会加盟園の実態(入園料、保育料、諸納付金、就園前人口推

移及び就園比率、教職員の待遇等)を調査し、集計を行いその結果を各園に配付し

た。(6/27)  

 ２．実態調査に基づく経営代表者会議の開催 

   (1) 川幼協実態調査による、過去 10 年間の園児数、学級数、園児納付金、初任給等の推移

についての説明をした。 

(2) 川崎市人口調査における人口の増減及び就園比率の推移について説明した。(9/27) 

 ３．無認可施設・保育所・認定こども園等の情報収集 

   川崎市統計資料をもとに、補助金、納付金、保護者の所得階層等様々な観点から幼保の比較

資料を作成した。 

 ４．園児募集に関わる諸問題の検討 

   11 月の理事運営委員会及び定例園長研修会において園児募集に関わる諸問題を協議した。 

 ５．人材確保・育成についての調査と研究 

   神奈川県私立幼稚園連合会主催の就職相談会に参加した。(7/2) 

   ＜振興部調査・研究委員＞ 

氏 名 園 名 氏 名 園 名 

淺 谷  学 中 野 島  山 田 賢 一 若 竹 

仁 藤 一 成 川 崎 こ ま ど り 伊 藤 悠 貴 丸 山 

小 島 哲 史 柿 の 実 井 上 華 都 也 川 崎 青 葉 

對 馬  剛 諏 訪 杉 山  宗 嵩 つ ぼ み 

鈴 木 正 宏 た ち ば な 平 岡  義 章 川 崎 た ま が わ 
 

 

【２】幼児教育発展のための振興活動事業（定款第 4 条第 1 項第 6号） 担当：振興部 

 1. 幼稚園教育の振興を果たすため、川崎市及び市議会に対する折衝を強化 

   (1) 川崎市こども未来局と教育懇談会を実施した。（5/23）  

(2) 父母連役員と共に市長・議長を表敬訪問した。（6/29） 

(3) 川崎市議団各党開催の各種団体協議会（ヒアリング）に出席し、幼児教育発展のための

振興について意見交換した。（7/12・7/25） 

(4) 川崎市こども未来局長に平成 29 年度川崎市予算に関する要望書を提出した。(7/12) 

(5) 山際大志朗衆議院内閣委員会委員長と意見交換会を実施した（11/13） 

(6) 川崎市主催の新年祝賀会に出席し、意見交換した。(1/5)              

(7) 設置者園長研修会を開催した。（2/22）                      

テーマ 「洪水・土砂災害に備えて－災害時要援護者施設－」 

講 師  増子 講一先生（川崎市総務企画局危機管理室初動対策担当） 

テーマ 「市内、景気動向と人口動態」 

講 師  伊藤 和良先生（川崎信用金庫参与） 

(8) 自民党川崎支部連合会主催の新春の集いに出席し、意見交換した。（3/19） 
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＜振興部委員＞ 

氏 名 園 名 氏 名 園 名 

小 泉  浩 之 鹿 島 田 永 井     宏 ひ ば り 

淺 谷  学 中 野 島 志 村 雄 治 白 山 

仁 藤 一 成 川 崎 こ ま ど り 大 谷  彰 博 す み の え 

三 輪 哲 也 東 三 輪 伊 藤  夏 夫 丸 山 

井 上  久 川 崎 青 葉 平 山  方 夫 菅 

鈴 木  健 之 川 崎 め ぐ み  
 

    

【３】表彰事業（定款第 4 条第 1項第 6 号） 担当：振興部 

 １．永年勤続者への表彰 

   幼児教育研修大会の全体会において、永年勤続者表彰を行った。 

   15 年表彰 21 名 10 年表彰 47 名、5 年表彰 98 名 

 

【４】関係諸団体との連携及び連絡調整事業（定款第 4条第 1 項第 7 号） 担当：振興部 

 １．政令指定都市私立幼稚園団体協議会への参加協力（担当：政令担当副会長及び振興部） 

   (1) 政令指定都市私立幼稚園団体協議会運営委員会への参加 

   開催日 平成 28 年 4 月 21 日（金） 

   会 場 ホテルモントレ仙台 

(2) 第 57 回政令指定都市私立幼稚園団体協議会仙台大会への参加 

開催日 平成 29 年 7 月 6日（木）～7月 7日（金） 

   会 場 ホテルメトロポリタン仙台 

(3) 政令指定都市私立幼稚園団体協議会第 16 回次世代研修会広島大会への参加 

   開催日 平成 29 年 8 月 24 日（木）～25 日（金） 

   会 場 広島ガーデンパレス 

(4) 第 29 回政令指定都市私立幼稚園団体協議会さいたま協議会への参加 

   開催日 平成 30 年 2 月 1日（木）～2日（金） 

   会 場 パレスホテル大宮 

 (5) 政令指定都市私立幼稚園団体協議会理事会への参加 

   開催日 平成 29 年 6 月 9日（金） 

平成 29 年 9 月 20 日（水） 

平成 30 年 2 月 2日（金） 

 ２．神奈川県私立幼稚園連合会への協力 

   県連合会の各事業に積極的に協力した。 

 ３. 関係諸団体への参加協力 

   (1) 退職基金財団及び市や区が主催する各会議に委員を派遣した。 

(2) 県下各地区協会との連携を図った。 
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   ＜県連役員＞ 

役 職 名 氏 名 園 名 

理
事 

副 会 長 ( 振 興 ) 鈴 木 伸 司 み ゆ き 

財 務 室 長 小 泉 浩 之 鹿 島 田 

運 

営 

委 

員 

研 究 部 長 亀 ヶ 谷  忠  宏 宮 前 

経 営 管 理 部 次 長 淺  谷      学 中 野 島 

振 興 部 次 長 仁 藤 一 成 川 崎 こ ま ど り 

振 興 部 伊 藤 夏 夫 丸 山 

地 区 協 会 研 究 部 長 嶋 﨑 正 浩 津 田 山 

研 修 事 業 部 委 員 志 村 雄 治 白 山 

研 修 事 業 部 委 員 山 田 ま り 子 若 竹 

研 修 事 業 部 委 員 上 村 瑞 枝 ゆ り か ご 

研 修 事 業 部 委 員 佐 保 田 と も こ 東 菅 

研 究 部 委 員 石 渡 宏 之 江 川 

経 営 管 理 部 委 員 鈴 木  淳 川 崎 め ぐ み 

1 0 2 条 プ ロ ジ ェ ク ト 委 員 薄 井 珠 預 梅 園 

子 ど も ・ 子 育 て 新 制 度 対 策 研 究 委 員 上 村 瑞 枝 ゆ り か ご 

子 ど も ・ 子 育 て 新 制 度 対 策 研 究 委 員 長 南 康 子 田 園 調 布 学 園 大 学 み ら い こ ど も 園 

＜退職基金財団役員＞ 

役 職 名 氏 名 園 名

常 務 理 事 伊 藤 夏 夫 丸 山

理 事 志 村 雄 治 白 山

評 議 員 中 村 達 也 宮 崎 台

評 議 員 村  田  清 一 梶 ヶ 谷
 

【５】園長研修会の開催（共益事業） 担当：総務部 

 １． 定例園長研修会の開催と報告案件 

  4 月度定例園長会（4/24） 

   （1） 労働保険事務組合手数料について 

（2） 平成 29 年度各部事業計画の実施について 

① 新任教職員研修会並びに歓迎会について（担当：研修部） 

② 平成 29 年度父母連活動、子育てセミナーの開催について（担当：子育て支援部） 

③川崎市幼稚園協会基本調査について 

・会員名簿（担当：総務部） 

・加盟園実態調査（担当：振興部） 

（3） 各部報告・その他 

  5 月度定例園長会（5/25） 

   （1） 会長あいさつ 

（2） 各部報告 

（3） その他 

  6 月度定例園長会（6/27） 

   （1） 市内幼稚園における環境教育の推進について（川崎市環境局総務部環境調整課） 

（2） 夏期宿泊研修会会場について（大磯プリンスホテル 小林様） 
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（3） 平成 29 年度実態調査集計結果について（担当：振興部） 

（4） 平成 30 年度園児募集に関する答申について（担当：総務部） 

（5） 各部報告・その他 

  7 月度定例園長会（7/11） 

   （1） 政令指定都市私立幼稚園団体協議会仙台大会参加報告 

（2） 2017 川崎市私立幼稚園・認定こども園就職フェア開催報告 

（3） 各部報告 

  9 月度定例園長会（9/25） 

   （1） 各部報告 

  10 月度定例園長会（10/24） 

   （1） 上部団体報告 

（2） 各部報告・その他 

（3） 意見交換会 

  11 月度定例園長会（11/20） 

   （1） 「特別支援教育補助事業認定申請一人別調査票」の記入説明について 

（2） 情報交換 

   ・平成 30 年度園児募集について 

   ・求人について 

（3） 各部報告 

  1 月度定例園長会（1/25） 

   （1） 各部報告 

  2 月度定例園長会（2/22） 

   （1） 会長あいさつ 

（2） 各部報告・その他 

  3 月度定例園長会（3/12） 

   （1） 平成 30 年度川幼協事業計画及び予算について（ご報告） 

（2） 2018 川崎市私立幼稚園・認定こども園就職フェアについて 

（3） 各部報告・その他 

  定例園長研修会において、関係機関からの説明、講演会、情報伝達および会員の意見交換等を

下記の通り行った。 

   (1) 川崎市こども未来局子育て推進部幼児教育担当より新年度スタッフの自己紹介と「川崎

市幼児教育巡回相談のご案内」の説明を受けた。（4/24） 

(2) 株式会社タウンニュース社川崎支店より市内の各区の幼稚園の先生方に月１回掲載を

目途にリレー形式で「絵本紹介コーナー」の紙面掲載への協力をお願いした。（5/25） 

(3) 洗足学園音楽大学学友会「おはなしコンチェルトたんぽぽの会｣によるデモパフォーマ

ンスが行われた。(6/27） 

(4) （株）保険企画から労災上乗せ保険について説明を受けた。（7/11） 

(5) 川崎市こども未来局子育て推進部幼児教育担当から「平成 30 年度幼稚園関係実施・検

討事業」について説明を受けた。（10/24） 

(6) 梶ヶ谷保育園の園長より第 22 回保育内容研究会報告会のご案内を受けた。また、平成

30 年度園児募集と求人、保育所の動向に関する各地区の状況について情報交換を行っ

た。（11/20） 
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(7) 川崎市こども未来局青少年支援室より川崎市こども会について説明があった。（2/22） 

(8) 國學院大學人間開発学部子ども支援学科より同校の案内と教育インターンシップ受入

制度の説明を受けた。（3/12） 

 

 

 

 

 

 

＜（収 1）収益事業＞ 

受託事業 

 １．川崎市幼稚園父母の会連合会の円滑な運営（担当：子育て支援部） 

   (1) 川崎市幼稚園父母の会連合会が行う年間事業運営に協力した。 

川崎市幼稚園父母の会連合会常任委員会（5/12、6/15、1/31） 

子育てセミナー（6/16、6/23、6/30、9/15、9/21、9/29） 

川崎市幼稚園父母の会連合会定期総会（6/6、2/23） 

川崎市幼稚園父母の会大会（9/8） 

第 58 回川崎市幼児教育研修大会の協賛（1/17） 

(2) その他、川崎市幼稚園父母の会連合会常任委員が出席する、市長・議長表敬訪問、全日

ＰＴＡ連合会全国大会、県父母の会連合会研修大会等の業務に協力した。 

 ２．労働保険受託事業の円滑な運営（担当：総務部） 

   (1) 労働保険年度更新(労災・雇用)説明会に出席し、その状況を事務組合加盟園に連絡した。

(3/17)  

(2) 労働保険事務組合の業務(労災・雇用)として、教職員に対する取得、喪失、育休等の手

続き及び労働保険料の申告、納付手続きの総括事務をした。 

・平成 29 年度労働保険料 (労災・雇用) 66 園 1292 名   

・保険料納入期日：平成 29 年 7 月 4日 

労働保険料 50,590,741 円

一般拠出金    90,705 円

計   50,681,446 円

(3)団体労災保険の保険料集金事務を行った。 

      ・平成 29 年度団体労災保険加入園 26 園 

 

 

 

 

 

 

＜法人会計＞ 

法人の運営に関する事業 

 １．総会、理事会等の開催（担当：総務部） 

  総会 
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   平成 29 年度定期総会（5/25） 

第 1号議案 「平成 28 年度事業報告承認」の件 

第 2号議案 「平成 28 年度会計収支決算報告書承認」の件 

  理事会 

   第 1 回(4/4) 

【審議事項】 

(1) 「平成 29 年度事業補助金補助単価」の件 

(2) 「労働保険事務組合事務手数料」の件 

(3) 「労働保険事務組合労災上乗せ保険の受託業務」の件 

【報告事項】 

(1) 平成 28 年度各部事業報告(案)について 

(2) 平成 28 年度収支決算(案)中間報告 

(3) 平成 29 年度各部事業計画(上半期)について 

① 新任教職員研修会並びに歓迎会開催(5/17)について 

② 夏期宿泊研修会兼新任教職員研修会開催(8/28,29)について 

③ 子育てセミナーの開催について(6/16,23,30) 

④ 父母連総会開催と役員選出について 

(4) 加盟園実態調査について 

(5) 人材育成・人材確保特別委員会の設置及び委員について 

(6) 4 月園長研修会の案件について 

(7) 各部報告・その他 

第 2回(5/8) 

【審議事項】 

(1) 「平成 28 年度各部事業報告書承認」の件 

(2) 「平成 28 年度会計収支決算報告書承認」の件 

(3) 「平成 29 年度定期総会の上程議案」の件 

【報告事項】 

(1) 就職フェアについて 

(2) 新任教職員研修会について 

(3) 川幼会報について 

(4) 総会及び 5月園長研修会について 

(5) 夏期宿泊研修会・ナイトプログラムについて 

(6) 各部報告・その他 

第 3回（7/3） 

【審議事項】 

(1)「事業補助金交付」の件 

(2)「労働保険事務組合業務の委託費用」の件 

【報告事項】 

(1) 常任理事による職務執行報告 

(2) 夏期宿泊研修会実施の最終確認 

(3) 政令指定都市私立幼稚園団体協議会仙台大会について 
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(4) 平成 30 年度予算要望（事業費補助金）について 

(5) 父母連大会の開催について 

(6) 忘年例会の開催について 

(7) ７月定例園長研修会の案件について 

(8) 杉澤事務局員職場復帰に伴う担当業務の変更について 

(9) 各部報告・その他 

第 4回（11/7） 

【審議事項】 

(1) 「役員選考委員の選任」の件 

(2) 「川崎市私立幼稚園労働保険事務組合労働保険加入条件」の件 

(3) 「事務職員異動採用」の件 

【報告事項】 

(1) 第 58 回川崎市幼児教育研修大会について 

(2) 設置者園長研修会（2月）の内容について（継続） 

(3) 11 月園長研修会の案件について 

  ・平成 30 年度園児募集に関する情報交換 

(5) 各部報告・その他 

第 5回（1/9） 

【審議事項】 

(1) 「次期役員候補者の選定」の件 

【報告事項】 

(1) 第 58 回川崎市幼児教育研修大会の開催について  

(2) 平成 30 年度各部事業計画と予算について 

(3) 平成 30 年度川崎市幼稚園協会年間予定表(案)について 

(4) 特別支援教育補助金に係わる報告書の判定について 

(5) 1 月園長研修会・賀詞交換会について 

(6) 各部報告・その他 

第 6回（3/1） 

【審議事項】 

(1) 「次期監事候補者の選定」の件 

(2) 「平成 29 年度事業補助金交付基準の改訂」の件 

(3) 「平成 30 年度事業補助金交付基準の策定」の件 

(4) 「平成 30 年度資金調達及び設備投資の見込み」に関する件 

(5) 「平成 30 年度事業計画書の承認」の件 

(6) 「平成 30 年度収支予算書の承認」の件 

(7) 「平成 30 年度定期総会の開催日程」の件 

(8) 「特別委員会の設置」の件 

  ・人材育成・人材確保特別委員会を恒久的に設置する 

  ・そのための組織規程、部会及び理事会の運営に関する規程の改訂 

【報告事項】 

(1) 常任理事による職務執行報告 

(2) 3 月定例園長会の案件について 
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(3) 新旧役員懇談会について 

(4) 各部報告・その他 

  三役会 

   第 1 回（4/4） 

・川崎市こども未来局子育て推進部幼児教育担当との打ち合わせ 

第 2 回（6/1） 

・来年度予算要望について 

第 3 回（9/13） 

・川崎市こども未来局長との打ち合わせ 

第 4 回（2/22） 

・平成 30 年度予算編成について 

  川崎市こども未来局子育て推進部幼児教育担当との調整会議 

   第 1 回（10/3）・第 2 回（11/7）・第 3 回（1/9）・第 4 回(2/5) 

  理事運営委員会 

   第 1 回（6/1） 

(1）夏期宿泊研修会兼新任教職員研修会開催計画について 

①概要について 

②日程、役割分担、その他について 

③全体会、分科会の内容について 

④ナイトプログラムについて 

⑤予算について 

(2）平成 29 年度各園実態調査集計結果及び平成 30 年度園児募集に向けた対応について 

①実態調査の報告 

②平成 30 年度入園園児募集の答申について 

(3) 政令指定都市私立幼稚園団体協議会仙台大会及び次世代研修会広島大会への参加に

ついて  

(4) 平成 30 年度予算要望（事業費補助金）について 

①要望書の内容について 

②補助資料について 

③市長議長表敬訪問、政党ヒアリングの日程について 

(5) 労働保険事務組合の加入条件について 

(6) 6 月園長研修会の案件について 

(7) 各部報告・その他 

第2回（9/1） 

(1) 第 46 回夏期宿泊研修会兼新任教職員研修会の反省について 

(2) 経営代表者会議の開催について 

(3) 各政党とのヒアリング結果の報告 

(4) 第 42 回川崎市幼稚園父母の会大会に向けた確認について 

(5) 後期子育てセミナーの実施計画について 

(6) 政令指定都市私立幼稚園団体協議会第 15 回次世代研修会広島大会参加報告 

(7) 関東地区教員研修（新潟）大会報告 

(8) 平成 30 年度川崎市私立幼稚園・認定こども園就職フェアについて 
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(9) 平成 30 年度園長会開催について 

(10) 各部報告・その他 

第 3回（10/3） 

(1) 年間事業計画、各部下半期の計画と確認について 

(2) 第 42 回川崎市幼稚園父母の会大会報告 

(3）後期子育てセミナーの結果報告 

(4) 第 58 回川崎市幼児教育研修大会について 

(5) 設置者園長研修会(2 月)の内容について 

(6) 平成 30 年度園児募集について 

   ・地区会を踏まえた情報交換 

(7) 12 月園長研修会の開催場所・内容について 

(8) 賀詞交換会（1月園長会）について 

(9) 次期役員の選任方法について 

(10) 平成 30 年就職フェアについて 

(11) 10 月園長研修会の案件について 

(12) 雇用保険加入資格範囲について 

(13) 各部報告・その他 

第 4回（12/1） 

(1) 第 58 回川崎市幼児教育研修大会の開催について 

(2) 設置者園長研修会(2 月)のその後の内容について 

(3) 平成 30 年度園児募集について 

  ・11 月園長研修会での意見交換を踏まえて 

(4) 12 月忘年例会について 

(5) 1 月例会（賀詞交換会）について 

(6) 平成 30 年度予算編成について 

  ・予算編成の日程等 

(7) 2018 川崎市幼稚園・認定こども園就職フェアについて 

(8) 各部報告・その他 

第 5回（2/5） 

(1) 平成 30 年度各部事業計画(案)及び予算(案)について  

(2) 平成 30 年度の協会年間予定表(案)の確認について 

(3) 平成 29 年度父母連定期総会開催について 

(4) 2 月設置者園長研修会タイムスケジュール等確認 

(5) 労働保険事務組合周知の確認について 

(6) 各部報告・その他 

 ２．事務局機能の充実（担当：総務部） 

   (1) ファックス・コピー機の保守・点検をした。 

(2) 事務局職員の福利厚生事業をした。 

 ３．諸規定の制定、資料の収集並びに整備（担当：総務部） 

   (1) 平成 29 年度の川崎市幼稚園協会基本調査（会員名簿、加盟園実態調査）を実施した。

（4/14） 

(2) 次年度の予算要望資料とするため、各園の入園実態調査及び平成 30 年度予定学級数
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並びに予定園児数調査を行った。（12/8） 

(3) 平成 30 年度新入園児受け入れ可能状況を速やかに把握し、保護者からの各園の空き

状況の問い合わせに応じた。 

(4) 官公庁並びに各種団体の統計資料等の収集・整備をした。 

 ４．所轄官庁への諸届（担当：総務部） 

   (1) 事業報告等の提出を所轄官庁に申請した。（6/28） 

(2) 事業計画書等の提出を所轄官庁に申請した。（3/29） 

 ５．災害等緊急時及び安全管理に関する業務（担当：総務部） 

   (1) 各園の災害時備蓄品の調査を行った。 

 ６. 各委員会活動の推進（担当：総務部） 

   (1) 委員会に関する案内を各園に配付し、委員会活動への協力を求めた。 

 ７．各地区福利厚生事業への後援（担当：総務部） 

   (1) 第 48 回多摩区・麻生区幼稚園母親バレーボール大会を後援した。(12/17) 

 ９．慶弔に関わる業務（担当：総務部） 

   (1) 慶弔規定に従い、以下の慶弔に関わる業務を行った。（慶事 9件、弔事 4件） 

 10．協会の会計業務の管理（担当：経理部） 

   (1) 公益社団法人会計制度対応の会計ソフトを活用し、運用した。 

(2) 日常の会計業務を遂行処理した。 

(3) 川崎市幼稚園協会平成 29 年度定期総会において、平成 28 年度会計収支決算報告と共

に監事監査結果を添えて説明した。（5/25） 

(4) 政令指定都市私立幼稚園団体協議会の災害相互応援協定に基づき、災害積立預金に平

成 29 年度分を組み入れた。 

 11．会費徴収及び関連団体への分担金の納入業務（担当：経理部） 

   (1) 会員から平成 29 年度協会費を徴収した。 

(2) 神奈川県私立幼稚園連合会に平成 29 年度会費を納入した。 

(3) 政令指定都市私立幼稚園団体協議会に平成 29 年度分の分担金を納入した。 

 12．予算編成の業務（担当：経理部） 

   (1) 公益法人制度改革に絡み、日当及び旅費規程に基づき各委員に日当及び旅費を支給し

た。 

(2) 川崎市幼稚園協会 3月園長研修会において、平成 29 年度会計収支予算について説明

をした（3/12） 

 13．決算諸表の作成（担当：経理部） 

   (1) 平成 28 年度の決算諸表を作成した。 

 14．監事による監査の実施（担当：経理部） 

   (1) 平成 28 年度の決算諸表について、監事による会計監査を受けた。（5/8） 

 15. 公認会計士による会計指導（担当：経理部） 

   (1) 富田公認会計士及び小林公認会計士より、経理関係全般に関する会計指導を受けた。

＜事業報告の附属明細書＞ 

平成 29 年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34 条第 3項に

規定する附属明細書の「事業報告の内容を補足する重要な事項」はありません。 

 


